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なかとんべつ町議会だより２２０号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　令和４年第３回定例会が、９月１３日から１５日まで３日間の日程で開催され、
初日の行政報告で小林町長は、次の３点について報告をしました。

１．令和４年度普通交付税の決定について、算定した結果２０億２，０７１万円と
　なり、前年比８３６万４千円の減額となりました。

２．一般質問等の経過報告について、一般質問等のその後の経過報告を検討し、
　「一般質問等による課題提起及び経過報告書」を報告されました。

３．新型コロナウイルス感染症対策について、本町では５月１０日から９月９日ま
　で４９名の感染者が公表されました。今後も国の方針に従い、新たな新型コロナ
　対策やワクチン接種体制を推し進め、感染リスクを低減していくよう、引き続き
　感染症対策に取り組んでまいります。
　　本町は、「コロナ差別０（ゼロ）の町」を掲げており、８月以降感染者が多く
　確認された時にも、町民の皆様におかれましては、冷静な対応をしていただき感
　謝を申し上げます。

　初日の報告で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に
基づく健全化判断比率では、本町は令和３年度決算で実質公債費率が▲１.２％
（健全化判断基準２５.０％）となりました。
　また、資金不足比率等の報告では、いずれの会計も資金不足が生じておらず、資
金不足比率は算定されないと報告がありました。
　
　一般質問では、通告順に６議員が、本町の抱える諸問題について、町長に所見を
質しました。
　令和３年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する「決算審査特別委員
会」（細谷委員長）に付託され、会期中に審査を行いすべて認定されました。
　日程の最後には、「国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書」を発議
し、全会一致で可決されました。
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第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　
議
案
第
38
号
　
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
５

年
度
か
ら
令
和
13
年
度
に
か
け
て
段
階
的
に
65
歳

ま
で
定
年
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
改

正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
39
号
　
職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
60
歳
に

達
し
た
日
後
の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
現
行
給
料

の
７
割
水
準
と
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
40
号
　
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

（
廃
止
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
職
員
の

定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ

る
令
和
５
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
も
の
。

　
議
案
第
41
号
　
職
員
定
数
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
が
廃
止
さ
れ
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
に
移
行
し
た
た
め
改
正
す
る
も

の
。

　
議
案
第
42
号
　
公
共
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
廃
止
さ

れ
た
再
任
用
職
員
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
、
附

則
に
よ
り
暫
定
再
任
用
職
員
へ
適
用
を
移
行
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
43
号
　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
廃
止
さ

れ
た
再
任
用
職
員
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
、
附

則
に
よ
り
暫
定
再
任
用
職
員
へ
適
用
を
移
行
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
44
号
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
異
動
期

間
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
は

育
児
休
業
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
規
定
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
45
号
　
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
60
歳
に

達
し
た
日
後
の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
現
行
給
料

の
７
割
水
準
と
す
る
も
の
に
お
け
る
減
給
へ
の
措

置
に
対
す
る
減
額
を
規
定
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
。

　
議
案
第
46
号
　
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
廃
止
と

な
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
に
変
更
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
。

　
議
案
第
47
号
　
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
条
例

（
一
部
改
正
）

　

本
条
例
の
施
行
か
ら
10
年
経
過
し
、
解
体
撤
去

に
か
か
る
費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助

成
金
の
限
度
額
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
期
限
に
つ

い
て
５
年
間
延
長
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
48
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
，

８
２
３
万
５
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

は
44
億
３
５
０
万
４
千
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷

福
祉
会
運
営
補
助
金
２
，
５
０
０
万
円
、
国
保
病

院
運
営
補
助
１
，
８
４
６
万
円
、
学
校
建
設
基
本

設
計
委
託
料
１
，
０
６
８
万
円
な
ど
を
追
加
し
、

道
路
新
設
改
良
費
１
億
９
，
２
８
８
万
円
（
秋
田

原
野
線
５
，
７
８
０
万
円
、
中
頓
別
弥
生
線
１
億

３
，
３
４
０
万
円
、
道
路
長
寿
命
化
１
６
８
万
円
）

を
減
額
す
る
も
の
。

　
議
案
第
49
号
　
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
27
万
５

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
５
，
４
５

１
万
５
千
円
に
。
備
品
購
入
費
（
Ａ
Ｉ
体
温
検
知

カ
メ
ラ
）
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
50
号
　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
，
８
４
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

議
決
さ
れ
た
議
案
等

○○○○

○○○○

○○○○○
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６
億
２
，
４
４
６
万
７
千
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
派
遣
看
護
師
報

酬
１
，
４
１
６
万
円
、
介
護
医
療
院
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料
２
５
７
万
円
、
派

遣
看
護
師
住
宅
料
１
０
９
万
円
を
追
加
す

る
も
の
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
主
に
、
遺
伝
子
解

析
装
置
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
測
定
）
を
追
加

す
る
も
の
。

　
議
案
第
51
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ

６
７
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
は
２
億
２
，
１
６
８
万
円
に
。
主

に
、
国
及
び
道
に
対
す
る
返
還
金
に
６
７

５
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
報
告
第
３
号　
令
和
３
年
度
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

▲
１
・
２
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
報
告
第
４
号　
令
和
３
年
度
資
金
不
足

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

以
下
は
報
告
案
件

○

現
実
的
か
つ
具
体
的
な
実
現
の
見
通
し
、

町
の
子
供
た
ち
に
合
っ
て
い
る
の
は
ど

の
よ
う
な
学
校
、
教
育
な
の
か
。
そ
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
事
業
や
制
度

に
導
か
れ
る
ま
ま
で
は
な
く
、
多
く
の

意
見
等
を
集
約
し
、
議
論
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
町
民
は
じ
め
議
会
に
対
し
て

も
、
義
務
教
育
学
校
等
に
関
す
る
知
識

や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
視
察
先
や
先
進
事
例
、
進
捗
状

況
や
議
論
の
内
容
な
ど
の
情
報
提
供
に

も
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
企
業
立
地
（
誘
致
）
促
進
事
業
と
し

て
民
間
事
業
者
に
対
す
る
本
町
補
助
制

度
の
最
高
額
で
あ
る
１
億
円
が
投
入
さ

れ
５
年
目
に
突
入
し
て
い
る
が
、
主
立

っ
た
販
売
実
績
が
見
受
け
ら
れ
ず
、
赤

字
続
き
の
経
営
と
な
っ
て
お
り
、
町
行

政
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
事
業
成
果

に
は
未
だ
達
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

製
品
化
さ
れ
、
町
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
こ
と
な
ど
へ
の
認
識
が
薄
く
、
当
初

の
説
明
や
見
通
し
、
計
画
か
ら
か
け
離

れ
た
状
況
も
町
民
の
関
心
が
薄
れ
て
い

る
要
因
と
の
印
象
を
受
け
て
い
る
。

　

町
内
で
も
多
く
の
企
業
が
長
年
に
渡

り
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
新
規
参
入
も
含

め
た
各
企
業
の
製
品
や
事
業
内
容
、
経

営
状
況
の
再
確
認
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
町
内
消
費

の
回
復
、
促
進
に
向
け
て
も
担
う
べ
き

役
割
等
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

確
実
に
増
し
て
お
り
、
町
内
企
業
と
の

よ
り
積
極
的
な
関
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

○

○
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
（
７
月
11
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
（
７
月
11
日
）

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（

宮
崎
泰
宗
委
員
長
）
で
は
、
閉
会
中
の

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
第
３
回
定
例
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

【
調
査
事
項
】

①
学
校
づ
く
り
整
備
事
業
に
つ
い
て

②
中
頓
別
富
桑
鉱
山
製
品
工
場
（
貝
化 

石
）
の
現
状
に
つ
い
て

【
審
査
意
見
】

①
義
務
教
育
学
校
中
頓
別
学
園
の
設
置

が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
構
想
や
理
念
に
つ

い
て
も
壮
大
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、



全
員
協
議
会
（
８
月
10
日
）

全
員
協
議
会
（
８
月
10
日
）

第
２
回
臨
時
会
結
果

第
２
回
臨
時
会
結
果

なかとんべつ町議会だより２２０号５

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
が
７
月
11
日
招
集
さ
れ
、

行
政
報
告
及
び
５
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
議
案
第
33
号
　
物
品
売
買
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
物
品
購
入
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
通
学
用
車
両
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
購
入
事
業

・
１
千
１
０
４
万
７
，
３
７
０
円

　
議
案
第
34
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
中
頓
別
町
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
外
電
気
・
機
械

　

設
備
更
新
工
事

・
１
億
47
万
４
，
０
０
０
円

　
議
案
第
35
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
中
頓
別
浄
水
場
電
気
設
備
更
新
工
事

・
２
億
４
，
３
１
０
万
円

　
議
案
第
36
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
中
頓
別
浄
水
場
機
械
設
備
更
新
工
事

・
３
億
６
，
７
７
０
万
80
円　

○○○○

　
議
案
第
37
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
６
７
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
44
億
６

千
１
７
４
万
円
に
。
主
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を
追
加
す
る
も
の
。

（
協
議
事
項
）

　

定
年
延
長
に
係
る
条
例
改
正
に
つ
い
て

○
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質
　
問

 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
本
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

気
象
変
動
に
よ
る
温
暖
化
が
進
み
、
将
来
、
地
球

の
気
温
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
、
水
・
生

態
系
・
食
糧
・
沿
岸
域
・
健
康
な
ど
に
、
よ
り
深
刻

な
影
響
を
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
影
響
へ
の

対
応
と
し
て
、
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体

と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
民
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
温
暖
化
に
関
し
、
町

と
し
て
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か

見
解
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
当
町
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
温
暖
化
対
策

と
し
ま
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
実
行
計
画
及
び
年
度
ご
と
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

庁
舎
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
、
環

境
性
能
が
高
い
公
用
車
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
き
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
関
す
る
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
地
域

が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
再
エ

ネ
導
入
、
さ
ら
に
は
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
り
組
み
を

位
置
づ
け
、
こ
れ
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

質
　
問

 

中
頓
別
町
に
お
け
る
環
境
対
策
に
つ
い
て

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

　

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
）
の
達
成
に
向
け
て
各
市
町
村

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
（
今
年
４
月
か
ら
制
度
が
始
ま
っ
た
）

次
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　
　
　
　

　

①
第
２
次
環
境
基
本
計
画
策
定
を
検
討
中
に
あ
る

が
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
つ
い
て
設
定
し
ま

す
か
。
削
減
の
た
め
の
主
た
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
風
力
、
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ
、
畜
産
生
ゴ

ミ
バ
イ
オ
、
小
水
力
等
）
は
何
を
目
指
し
ま
す
か
。

　

②
役
場
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
相

当
な
効
果
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
他
の
公
共
施
設

（
学
校
、
社
会
教
育
施
設
等
）
に
導
入
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。
特
に
検
討
中
の
義
務
教
育
学
校
の
建
設

に
導
入
す
べ
き
事
項
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。　
　

　

さ
ら
に
本
町
は
近
隣
他
町
に
見
ら
れ
る
風
力
、
太

陽
光
等
の
施
設
が
な
い
。
そ
れ
ら
の
設
置
企
業
に
対

し
町
へ
の
誘
致
を
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
町
の
条
件
を
最
大
限
活
用
し
た
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。
検
討

中
の
環
境
基
本
計
画
の
中
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
を
示
し
、
今
年

度
脱
炭
素
に
向
け
た
再
エ
ネ
導
入
の
計
画
作
り
を
進

め
る
。
こ
の
中
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目

標
を
定
め
ま
す
。
本
町
と
し
て
再
エ
ネ
導
入
に
加
え

省
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
再
エ
ネ
の
活
用
は
公
共
施
設
、
各
家
庭
な

ど
に
も
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ
、
畜
産
バ
イ
オ
の
活
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用
が
有
力
と
考
え
る
。
ま
た
、
公
用
車
の
Ｅ

Ｖ
化
、
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
計
画
に
位
置
付

け
た
い
。
関
連
企
業
へ
の
誘
致
活
動
も
進
め

た
い
。

答
　
弁
　
○
相
座
教
育
長

　
義
務
教
育
学
校
の
建
設
に
あ
た
り
、
太
陽

光
を
は
じ
め
、
氷
熱
の
冷
房
利
用
、
木
質
チ

ッ
プ
の
暖
房
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
基
本
設
計
の
中
で
具
体
的
検
討

を
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
条
例
の
効
果
は
大
で
あ
り
町
の

景
観
形
成
、
解
体
主
の
負
担
軽
減
、
解
体
促

進
に
影
響
を
与
え
た
。
さ
ら
な
る
促
進
の
必

要
性
を
感
じ
、
助
成
金
増
額
を
要
望
し
、
６

月
議
会
に
お
い
て
９
月
議
会
に
増
額
の
提
案

を
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
今
回
増
額
の

　

学
校
教
育
の
中
で
食
育
の
取
り
組
み
は
平

成
17
年
の
食
育
基
本
法
制
定
以
降
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。
給
食
費
の
無
償
化
、
こ
ど
も
園
の

園
庭
整
備
の
中
で
の
菜
園
や
学
校
建
て
替
え

で
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
等
、
食
育
の

充
実
に
向
け
て
環
境
が
整
う
と
思
い
ま
す
が

今
後
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
教
育
次
長

　
生
活
科
や
社
会
科
等
の
教
科
に
お
い
て
も

横
断
的
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
栄
養
教
諭
は
学
校
給
食
の
年
間
計
画
に

基
づ
き
給
食
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の

給
食
便
り
に
は
食
育
便
り
を
掲
載
し
、
保
護

者
へ
の
啓
発
や
食
へ
の
意
識
が
高
ま
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
も
継
続
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
ま

す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
に
つ
い
て
は

地
域
住
民
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
、

検
討
課
題
が
多
く
あ

り
今
回
の
学
校
建
て

替
え
の
計
画
で
は
扱

え
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

髙 

橋 

憲 

一 
議
員

改
正
提
案
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
金
額
（
75
万
円
）
で
は
実
勢
価
格
の
20

％
程
度
で
あ
る
。
算
定
基
準
の
資
料
に
一
番

実
勢
価
格
に
近
い
、
本
年
町
が
行
っ
た
除
雪

セ
ン
タ
ー
解
体
の
資
料
が
な
い
何
故
か
。
助

成
額
を
実
勢
価
格
の
50
％
く
ら
い
に
で
き
な

い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
45
件
、
平

均
４
４
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
算
定
の
根

拠
は
、
平
成
25
年
度
の
解
体
単
価
と
令
和
４

年
度
の
北
海
道
の
積
算
基
準
の
差
１
．
５
倍

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
50
万
円
を
75
万
円
と
し

た
も
の
で
す
。
改
正
に
よ
り
５
年
間
延
長
し

た
の
で
、
今
後
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
限
度

額
に
つ
い
て
も
適
切
な
時
期
に
検
討
い
た
し

ま
す
。

質
　
問

 

町
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
助
成
条
例
の
基

本
的
考
え
に
つ
い
て

星 

川 

三
喜
男 

議
員

質
　
問

 

教
育
現
場
の
食
育
に
つ
い
て

質
　
問

 

草
地
整
備
（
公
共
牧
場
）
中
頓
別
地
区

に
つ
い
て

　

宗
谷
総
合
振
興
局
の
入
札
結
果
に
つ
い
て
、

次
の
２
点
を
お
伺
い
し
ま
す
。　
　
　

　

①
中
頓
別
地
区
62
工
区
１
億
４
８
０
万
円

の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。　

　

②
中
頓
別
地
区
施
工
管
理
二
、
４
６
０
万

円
の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。　

　

こ
の
２
点
は
、
松
音
知
地
区
の
哺
育
、
育

成
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
部
な
の
か
。
哺
育
、

育
成
セ
ン
タ
ー
は
年
々
遅
れ
て
い
く
ば
か
り

で
完
成
は
い
つ
な
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
①
及
び
②
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
用
牛
哺

育
育
成
預
託
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
、
６
ヶ

役場に設置した太陽光発電システム
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月
齢
か
ら
22
ヶ
月
齢
の
育
成
牛
を
受
け
入
れ

る
施
設
（
育
成
舎
）
の
整
備
工
事
に
関
連
す

る
も
の
で
す
。
事
業
主
体
で
あ
る
宗
谷
総
合

振
興
局
に
お
い
て
６
月
に
実
施
し
た
入
札
が

不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
分
離
発
注
で

改
め
て
入
札
し
、
今
般
落
札
さ
れ
た
と
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。
①
は
、
育
成
舎
工
事

の
建
築
資
材
製
作
の
発
注
、
②
は
、
①
の
部

材
制
作
に
か
か
る
工
事
管
理
委
託
業
務
の
発

注
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
事
業
期
間
を

２
年
間
延
長
し
、
完
了
さ
せ
た
い
と
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
計
画
や
運
営
開
始
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
農
協
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
る
と
と
も
に
、
酪
農
家
の
み
な
さ
ま
へ

の
説
明
と
利
用
希
望
調
査
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

育
と
も
に
基
本
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
年
度
策
定
す
る
防
災
セ
ン
タ
ー

基
本
構
想
で
は
、
中
長
期
的
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
を
も
っ
て
「
避
難
所
、
備
蓄
庫
、
第
２

庁
舎
等
」
の
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
公
式
的
に
は
お
そ
ら
く
初

の
ク
ラ
ス
タ
ー
認
定
と
な
る
高
齢
者
福
祉
施

設
内
に
お
け
る
感
染
拡
大
、
こ
れ
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

町
内
で
も
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な

形
で
感
染
の
連
鎖
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
あ

長
谷
川 

克 

弘 

議
員

　

今
年
度
も
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
や
地
震
、

竜
巻
等
に
よ
る
突
風
な
ど
の
被
害
を
報
道
等

に
よ
り
毎
日
の
よ
う
に
目
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
我
が
町
で
も
８
月
８
日
の
大
雨
、
そ
し

て
８
月
11
日
未
明
の
地
震
な
ど
、
自
然
の
猛

威
は
と
ど
ま
る
ど
こ
ろ
か
そ
の
危
険
度
は
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
隣
町
で
あ
る
上
川
管
内
中
川
町
で

は
震
度
５
強
を
観
測
す
る
な
ど
道
路
の
隆
起

や
陥
没
、
水
道
の
漏
水
等
住
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
我
が
町
で
も
さ
ら
な

る
防
災
対
策
と
体
制
の
強
化
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
防
災
対
策
は
、
実
際
に
発
生
し
た
災
害
の

状
況
及
び
対
応
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
を
踏
ま
え
て
行
う
と

の
不
断
の
努
力
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
防
災
は
、
「
人
命
第

一
」
「
多
重
防
御
」
が
基
本
と
な
り
、
限
ら

れ
た
人
員
、
資
機
材
、
施
設
を
利
用
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
先
人
が
残
し
た
教
訓
を
生
か

し
実
行
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
中
頓
別
町
は
未
だ
大
き
な
災
害
の

経
験
が
な
い
町
で
あ
り
、
防
災
対
策
は
課
題

が
多
く
、
避
難
場
所
、
資
機
材
、
人
材
、
教

質
　
問

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止
対

策
、
感
染
予
防
意
識
等
の
見
直
し
を

り
、
そ
の
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
町
内
で
も
感
染
拡
大
前
の
対
策
意

識
の
低
下
は
顕
著
で
あ
り
、
現
状
で
も
マ
ス

ク
や
消
毒
、
距
離
を
と
る
な
ど
の
必
要
が
あ

る
場
面
で
の
行
動
が
、
感
染
拡
大
に
つ
な
が

っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
今
は
ま

だ
感
染
対
策
を
優
先
す
る
状
況
に
あ
る
と
思

わ
れ
、
感
染
後
の
重
症
化
や
後
遺
症
、
死
亡

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
ま
ず
町
行
政
が
感
染
対
策
を
徹
底
し
説

得
力
を
も
っ
て
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
な
ど

全
町
的
な
感
染
対
策
、
予
防
意
識
の
見
直
し

も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
。

　

町
内
に
お
け
る
今
回
の
感
染
拡
大
の
中
で

は
、
外
出
自
粛
や
自
宅
療
養
な
ど
、
必
要
な

行
動
制
限
に
従
わ
な
い
一
部
の
感
染
者
等
の

行
動
や
、
必
要
な
感
染
対
策
が
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
所
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の

休
業
等
の
対
応
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
特
に
感
染
リ
ス
ク
低
減
等
の
支

援
金
を
受
け
て
い
る
事
業
者
等
に
対
し
て
、

町
は
指
導
な
ど
を
行
う
べ
き
立
場
に
あ
る
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
、
経
路
を
特
定
す

る
の
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
が
、

把
握
で
き
た
中
で
も
、
帰
省
な
ど
町
外
の
方

と
の
接
触
に
よ
る
感
染
か
ら
家
庭
内
だ
け
で

な
く
町
民
ど
う
し
へ
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た

と
思
わ
れ
る
例
は
見
受
け
ら
れ
た
。

　
町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー

質
　
問

 

多
重
災
害
に
備
え
た
体
制
の
確
立
に
つ

い
て

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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が
発
生
し
た
件
で
は
、
速
や
か
に
「
中
頓
別

町
高
齢
者
施
設
現
地
支
援
対
策
本
部
」
が
設

置
さ
れ
、
道
を
は
じ
め
町
と
施
設
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
を
協
議
し
て
き
た
。
ク
ラ
ス
タ

ー
認
定
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
北

海
道
が
報
道
発
表
す
る
前
に
、
防
災
無
線
を

通
じ
て
町
民
に
公
表
し
て
お
知
ら
せ
し
た
。

街
頭
放
送
の
活
用
や
放
送
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
蔓
延
期

に
入
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
感
染
源
が
特

定
さ
れ
な
い
感
染
が
増
え
て
い
る
が
、
予
防

対
策
と
し
て
は
、
三
密
回
避
、
手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
着
用
、
換
気
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

は
行
政
の
み
な
ら
ず
町
民
と
と
も
に
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
対
応
と
し

て
、
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
事

業
所
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
外
出
自

粛
な
ど
、
国
が
示
し
て
い
る
感
染
者
等
の
行

動
制
限
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
ま
た
基

本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質疑・質問は要約されています質疑・質問は要約されています
スペースの都合上、審議した議案や質疑・質問と答弁の内容を要約して載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局までお問い
合わせください。

議会を傍聴しましょう
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種
委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせし
ます。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

　栃木県足利市議会　荻原議員により、本町の公共交通システムの「ライドシェア事業」の
取り組みについて視察が行われました。
　町議会からは、村山議長及び長谷川議員が出席しました。

足利市議会行政視察
（７月27日）
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一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
54
億
３
百
４
万
円
に
の
ぼ
る
令

和
３
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
約
２
億
５
千
８
百
万
円
、
歳
出

で
約
２
億
４
千
３
百
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
令
和
２
年
度
の
20
億
９

千
万
円
か
ら
２
億
２
千
６
百
万
円
増
の
23
億

１
千
６
百
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
42
億
９
千
６
百
万
円
に
占
め
る
割
合

（
依
存
度
）
は
約
54
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
増
加
の
主
な
要
因
は
、
普
通
交
付
税

算
定
で
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
な
ど

が
新
規
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
▲
１
・
５
％

か
ら
、
▲
１
・
２
％
（
表
３
③
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

比
率
の
算
定
に
は
不
透
明
な
部
分
が
多
い

交
付
税
が
算
入
さ
れ
る
た
め
、
将
来
の
不
測

の
財
政
負
担
に
備
え
、
今
後
も
行
財
政
改
革

を
進
め
、
本
町
の
歳
入
に
見
合
っ
た
比
率
を

維
持
す
る
よ
う
、
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
58
万
８
千

円
減
少
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等

が
徴
収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
36
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
17
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
８
千
万
円
増
加
し
、
43
億
３
千

４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
金
が
増
加
し

た
主
な
要
因
は
、
長
寿
園
施
設
改
修
拡
張
事

業
基
金
１
千
９
百
万
円
を
取
り
崩
し
た
も
の

の
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金
、
地
域
活
性
化

基
金
及
び
地
方
創
生
基
金
そ
れ
ぞ
れ
で
取
崩

額
以
上
に
積
立
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に

６
千
万
円
、
除
排
雪
事
業
（
ド
ー
ザ
購
入
）

に
２
千
６
百
万
円
な
ど
を
借
り
入
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
３
年
度
借
入
額
が
５
億
１
千

１
百
万
円
と
な
り
、
償
還
額
が
５
億
１
千
８

百
万
円
、
こ
の
結
果
、
前
年
度
末
に
比
べ
６

百
万
円
減
少
し
、
57
億
５
千
６
百
万
円
に
な

り
、
町
民
一
人
当
り
約
３
６
０
万
円
の
借
金

額
は
前
年
度
と
比
較
し
約
12
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
千
１
百
万
円
減
少
し
、
５
億
２
千
５
百

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
事
業
会
計
２
千

４
百
万
円
増
加
し
た
も
の
の
、
下
水
道
事
業

会
計
で
２
千
９
百
万
円
減
少
と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
14
日

か
ら
15
日
に
か
け
て
全
議
員
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
認
定
第
１
号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定

第
８
号
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま

で
の
８
会
計
の
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の意
見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、住
民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（細谷久雄委員長）が設置され、休会中に各会計決算を審査し、令
和３年度の一般会計をはじめとする８会計すべての歳入・歳出決算
が認定されました。

実
質
公
債
費
比
率
▲
１･

２
％

基
金
残
高
17
件
、
43
億
３
千
４
百
万
円
（
一
般
会
計
）
に

全
会
計
決
算
を
認
定

令和３年度　決算審査特別委員会令和３年度　決算審査特別委員会
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歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

4,310,832,000 4,296,472,634 4,122,226,801 174,245,833 327,000

自動車学校事業特会 56,695,000 53,763,505 53,624,789 138,716

国民健康保険事業特会 213,451,000 199,646,341 176,458,915 23,187,426

水道事業特会 105,795,000 105,567,411 105,008,207 559,204

下水道事業特会 159,028,000 95,245,754 94,629,236 616,518 71,000

介護保険事業特会 222,185,000 214,884,421 207,349,555 7,534,866

後期高齢者事業特会 33,051,000 32,152,170 32,025,478 126,692

国保病院事業　　　　　　
（収益的収支） 592,630,000 578,846,371 570,606,722 8,239,649

（資本的収支） 47,638,000 23,028,000 41,111,065 ▲ 18 ,083,065

5,741,305,000 5,599,606,607 5,403,040,768 196,565,839 398,000

（表-１）令和３年度　一般会計及び特別会計の決算状況 (単位：円）

決　　　　　算　　　　　額

一　　般　　会　　計

合　　　計

会　　計　　区　　分 予　算　額
翌年度へ繰越

すべき財源

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況 （単位：千円）

区　　　分 令和２年度末 借入（発行）額 償還額 令和３年度末

一 般 会 計 4,974,124 488,615 430,233 5,032,506

水 道 事 業 特 別 会 計 295,565 13,500 35,171 273,894

下 水 道 事 業 特 別 会 計 377,831 7,900 44,358 341,373

国民健康保険病院事業会計 116,054 1,500 8,493 109,061

合　　　計 5,763,574 511,515 518,255 5,756,834

（表-３） 財務指標（普通会計）

項　　　目 平成３０年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年度 備　考

①経常収支比率 52.0  60 .5  62 .6  58.6  
毎年経常的に収入される財源の
うち、経常的に支出される経費
の割合

②実質公債費比率
（単年度）

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

△ 1 .7 △ 1 .1 △ 1 .8 △ 0 .7

△ 0 .8 △ 1 .4 △ 1 .5 △ 1 .2

④財政力指数 0.142  0 .146 0 .109 0 .107  
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団体

⑤標準財政規模 2,328,660  2 ,103 ,512 2 ,162,294 2 ,371,875  
ある程度均衡の取れた行政サー
ビスを行うために必要な一般財
源の規模

⑥基準財政収入額 214,254  217 ,532 229,770 228,698  収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,007,180  2 ,005 ,399 2 ,067,355 2 ,250,924  
一定の行政サービスを提供する
ために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）

歳出総額５４億３０４万円歳出総額５４億３０４万円
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東
海
林
委
員
長

　

歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
、
３
６
０
万
円
の

委
託
料
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
診
療
実
績

が
な
か
っ
た
こ
と
に
繋
が
り
、
運
営
に
も
影

響
し
て
く
る
の
で
事
情
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
相
馬
保
健
福
祉
課
長

　
診
療
報
酬
で
足
り
な
い
部
分
は
、
毎
月
30

万
円
支
払
っ
て
い
る
。
患
者
の
減
少
も
あ
っ

て
厳
し
い
と
い
う
話
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
委
員

　

墓
地
火
葬
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
墓

地
周
辺
の
草
が
片
付
け
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
の
で
、
何
か
変
わ
り
ま
し
た
か
。

　
石
川
総
務
課
参
事

　
今
ま
で
は
墓
地
の
除
草
は
天
北
厚
生
園
が

十
数
年
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
業
務
調
整
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
別
な
と

こ
ろ
に
委
託
し
ま
し
た
。
委
託
先
も
多
忙
な

時
期
が
重
な
っ
た
た
め
、
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
谷
川
委
員

　

墓
地
火
葬
場
に
つ
い
て
、
時
期
的
に
お
盆

前
に
は
お
墓
の
掃
除
な
ど
で
入
る
の
で
、
私

が
聞
い
た
話
で
は
刈
り
倒
し
て
あ
る
け
ど
片

付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
一
番
の
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
刈
り
倒
し
た
も
の
を
昨
年

ま
で
天
北
厚
生
園
に
委
託
し
て
い
た
時
に
は

綺
麗
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
手
間
も
含
ん
だ

委
託
費
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
石
川
総
務
課
参
事

　
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
実
施
す

る
時
期
が
遅
れ
、
８
月
上
旬
ま
で
草
刈
作
業

が
延
び
ま
し
た
。
お
盆
ま
で
に
片
付
け
る
作

業
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
ま
ず
綺
麗
に
刈

る
こ
と
で
委
託
先
と
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　
委
託
費
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
刈
り
倒
し

た
も
の
も
含
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
星
川
委
員

　

来
年
度
か
ら
も
そ
の
委
託
者
に
実
施
し
て

も
ら
え
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
石
川
総
務
課
参
事

　
今
の
段
階
で
は
そ
の
予
定
で
す
。

　
宮
崎
委
員

　

な
か
と
ん
牛
乳
の
販
売
の
関
係
を
お
伺
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
商
店
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
し
て
、
令
和
２
年
度
と
比
べ

る
と
結
構
増
え
て
い
ま
す
け
ど
、
販
売
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
昨
年
の
冬
に
寿
ス
キ
ー
場
で
試
験
的
に
週

末
だ
け
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
町

内
、
町
外
含
め
て
置
い
て
い
た
だ
け
る
と
こ

ろ
は
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。　

　
東
海
林
委
員

　

有
害
鳥
獣
対
策
費
に
つ
い
て
、
例
年
エ
ゾ

シ
カ
５
０
０
頭
目
標
で
し
た
が
、
冬
場
の
出

現
が
多
い
こ
と
か
ら
２
０
０
頭
増
の
予
算
を

組
ん
で
、
結
果
的
に
は
６
５
０
頭
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
町
内
に
お
け
る
食
害
を
防
ぐ
意
味

か
ら
す
る
と
何
頭
が
適
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
か
。

　
平
中
産
業
課
長

　
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
目
標
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
か
ら
５
０
０
頭
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

猟
友
会
を
中
心
と
す
る
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
と
協

議
し
な
が
ら
５
０
０
頭
で
何
と
か
今
の
水
準

を
超
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
印

象
は
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
生
息
密
度
は

高
い
状
況
に
あ
っ
て
、
５
０
０
頭
が
良
い
か

ど
う
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
が
、

猟
友
会
な
ど
の
ハ
ン
タ
ー
と
相
談
し
な
が
ら

今
後
の
推
移
を
確
認
し
、
頭
数
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
海
林
委
員

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
ま
す
か
。
い
ろ
い
ろ
今
ま
で
構
想
想
が

出
て
計
画
も
出
て
き
ま
し
た
。
図
面
が
出
て

き
た
け
ど
、
そ
れ
が
ど
う
計
画
さ
れ
具
体
化

さ
れ
る
の
か
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一
体
ど

う
す
る
の
か
。

　
小
林
町
長

　
現
状
、
不
本
意
な
形
で
す
け
ど
食
事
を
提

供
し
な
い
宿
泊
と
温
泉
の
利
用
で
古
い
施
設

の
ま
ま
運
営
し
て
い
ま
す
。
特
に
ボ
イ
ラ
ー

施
設
が
ど
こ
ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
か
見

極
め
な
が
ら
今
後
の
こ
と
を
考
え
な
い
と
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
施
設
整
備
な
ど
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
け
ど
、
端
的
に
申
し
上
げ
る
と
新

し
い
体
制
で
の
運
営
が
軌
道
に
乗
ら
ず
、
当

初
考
え
て
い
た
構
想
通
り
に
は
中
々
進
み
に

く
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
結
論
で

す
け
ど
、
ま
だ
将
来
に
向
か
っ
て
の
構
想
を

ま
と
め
る
作
業
そ
の
も
の
に
も
着
手
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
こ
と
を
ご
心
配
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

出
来
る
だ
け
早
く
今
後
に
向
か
っ
て
の
施
設

の
在
り
方
を
結
論
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
谷
川
委
員

　

住
宅
管
理
費
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

古
い
あ
か
ね
団
地
の
解
体
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
広
く
空
い
た
土
地

農 

林 

水 

産 

業 

費

主 
な 
質 

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

衛
　
　
生
　
　
費

答 問答 問

答 問答 問問

答問答問

答

商
　
　
工
　
　
費

土
　
　
木
　
　
費

問

一 
般 
会 
計
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の
活
用
方
法
何
か
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
土
屋
建
設
課
長

　
今
の
段
階
で
は
具
体
的
な
計
画
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
長
谷
川
委
員

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
の
関
連
も
当
然
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
低
い
の
で
あ
れ
ば
地
盤
を

上
げ
る
な
ど
人
為
的
な
行
為
の
あ
と
に
何
か

に
使
え
る
町
有
地
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
土
屋
建
設
課
長

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答問答①　
決
算
に
お
け
る
大
規
模
な
継
続
事
業

　
及
び
新
規
事
業
な
ど
の
事
業
効
果
の
説

　
明
を
求
め
る
。

②　
決
算
説
明
資
料
に
つ
い
て
、
歳
出
の

　
説
明
資
料
は
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る

　
が
歳
入
の
説
明
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い

　
の
で
、
今
後
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

　
　
ま
た
、
決
算
書
の
備
考
欄
に
つ
い
て
、

　
口
頭
で
の
説
明
を
記
載
す
る
な
ど
活
用

　
ま
た
は
資
料
の
提
出
を
望
む
も
の
で
あ

　
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審 

査 

意 

見

　

議
会
議
員
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
６
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
半
期
ご
と
の
定
例
会
や
臨
時
会
を
都
度
経
験
し
な
が
ら
町
の

こ
と
、
地
域
の
こ
と
に
接
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
町
民
の
皆
様
に

感
謝
す
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
課
題
が
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
我
が
町
に
と
っ
て
、
住
民
の

足
の
確
保
は
こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
９
月
末
を
も
っ
て
現
行
の
天
北
宗
谷
岬
線
の
浜
頓
別

音
威
子
府
間
が
廃
止
さ
れ
、
浜
頓
別
町
か
ら
音
威
子
府
村
ま
で
の

区
間
は
令
和
５
年
10
月
か
ら
新
し
い
運
行
体
系
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
（
予
約
バ
ス
）
が
ス
タ

ー
ト
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
と
違
い
必
ず
予
約
が
必
要

と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
一
年
を
か
け
住
民
へ
の
周
知
が

確
実
に
行
き
渡
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
輸
送
人
員
の
減
少
に
よ
り こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り
や

議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

『
路
線
バ
ス
廃
止
と
新
た
な
交
通
体
系
』

Ｊ
Ｒ
天
北
線
が
平
成
元
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
代
替
交

通
手
段
と
し
て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
35
年
で
今
度
は
路
線

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
地
域
交
通
は
三
度
厳
し
い
状
況
と
な
る
わ
け
で
、

こ
と
さ
ら
不
便
や
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
動
車
が
普
及
し
、
自
分
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
移
動
で
き
る
内

は
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
が
、
で
き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
不
安

は
と
て
も
深
刻
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
革
新
が
進
み
、
電
気
自
動
車
や
水
素
を
燃
料
と
し
て
走
る

車
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
を
形
成
す
る
準
備
は
各
業
界
で
待
っ
た
な

し
で
進
ん
で
い
る
よ
う
に
、

完
全
自
動
運
転
車
が
一
日
も

早
く
普
及
し
、
い
つ
で
も
ど

こ
へ
で
も
自
由
に
移
動
が
で

き
る
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
綴
人　

長
谷
川　

克
弘
）



編  

集  

後  

記

なかとんべつ町議会だより２２０号 14

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

２日　議会運営委員会
13日～15日 
　　　第３回定例会、決算審査特別委員会

議会の動き

10日　全員協議会
20日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要
30日　議会運営委員会

８月

９月

６日　議会広報編集特別委員会
14日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会広報編集特別委員会
24日　第３回臨時会

10月

　中頓別町議会では、町民の皆様が撮影した写真の募集をはじめます。応募いただいた中
から選考し「なかとんべつ町議会だより」の表紙とさせていただきます。
応募資格 中頓別町在住の方
募集内容 人物、風景など中頓別町で撮影したもの。中頓別町の魅力や元気が出る

写真を募集します。
応募方法 下記アドレスに、件名を「なかとんべつ町議会だより表紙写真」と書き、

連絡先（電話番号、氏名、住所）を記入の上、写真を送付してください。

募集は随時しております。不明な点は議会事務局（６－２２４４）まで連絡してください。

gikai@town.nakatombetsu.lg.jp

あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？あなたの写真を表紙にしませんか？

　

今
年
度
か
ら
第
８
期
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
を
契
機
と
し
た
、

資
材
調
達
の
不
安
定
化
や
価
格
の
高

騰
が
町
の
計
画
の
実
施
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
の
酪
農
も
飼
料
や

肥
料
、
燃
料
価
格
の
高
騰
が
経
営
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
給
飼
料
の
牧
草
は
豊

作
と
な
り
、
ま
た
家
庭
菜
園
の
作
物

も
出
来
秋
を
迎
え
、
長
い
冬
を
前
に

ひ
と
安
心
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

物
価
値
上
げ
の
秋
に
あ
ら
た
め
て

自
給
の
大
切
さ
を
思
う
こ
の
ご
ろ
で

す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
髙
）

ぶどう実証試験ほ場収穫見学会


